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１．事業の概要 

 

１．事業所名 

代表者氏名 

株式会社 稲富プレス工業所  

代表取締役 稲冨 靖彦 

２．所在地 〒808－0109 福岡県北九州市若松区南二島２丁目５-１３ 

                       (本社・本社工場) 

           〃    南二島２丁目１６-２１(第２工場)         

３．環境管理責任者 

担当者氏名 

連絡先 

代表者兼任 

総務部主任  稲冨理恵 

TEL 093-791-1812 

FAX 093-791-0931 

Ｅメールアドレス ipk-ri@titan.ocn.ne.jp 

４．事業の内容 金属加工業 

５．事業年度 7 月～翌年 6 月 

６．事業の規模  単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022 年度 

 売上高 百万円 446.40 418.36 437.42 551.77 581.60 

 生産量 t 227.451 226.547 263.884 254.465 282.848 

 従業員数 人 31 31 34 34 33 

 床面積 ㎡ 1372.84 1372.84 1372.84 1372.84 1372.84 

7．事業の沿革 昭和 38 年 4 月 創業者稲冨武經が衛生陶器部品製作を目的に 

稲富プレス工業所を設立 

昭和 55 年 12 月 社名を「株式会社稲富プレス工業所」に変更し、資

本金を 500 万円で設立 

昭和 58 年 1 月 工場を若松区の現住所に移転 

平成７年５月  資本金を１000 万円に増額し現在に至る。 

8. 対象範囲 

  (登録範囲) 

・対象事業所    本社、本社工場、第 2 工場 

・対象事業活動   金属加工業 

  

  

mailto:ipk-ri@titan.ocn.ne.jp
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２．ＥＡ２１実施体制  ㈱稲富プレス工業所 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

石田主任石田主任 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割分担表 

氏 名 所 属 役割・責任・権限 

稲冨 社長 代表取締役 
全体統括、環境管理責任者として環境方針の設定、環境への取
組を実施するための資源の準備、全体の評価と見直し 
ＥＡ２１委員会の開催指示 

稲冨総務部 

主任 

ＥＡ２１委員

会 

3 ヶ月に１回開催し環境目標の達成状況及び活動計画の実行
状況を審議する。全体の把握／環境管理責任者、環境経営シス
テムを構築し、運用し、その状況をＥＡ21 委員会で報告審議
する 

稲冨総務部 

 

ＥＡ２１事務

局 

電力、水消費量の管理、車燃料（ガソリン、軽油）、 
灯油・プロパン消費量管理、グリーン購入の数値情報の管理 

稲冨隆大 製造工程部門 
製造工程部門の環境・省エネ・防災、安全管理・廃棄物・排水
の現場管理の統括 

チームリーダー 製品技術部門 製品製造における環境面を考えた効果的製造技術の開発 

総務部員 総務部 
電力、水消費量、車燃料（ガソリン、軽油）、灯油消費量 
の記録業務、EA21 事務局長の事務作業 

 各リーダー  

 
製造工程部門 

各リーダの持ち場及び各配下の環境・省エネ・防災・廃棄物・
排水・安全の現場管理 

代表取締役社長 

稲冨 靖彦 

ＥＡ２１委員会 

稲冨社長 

稲冨総務部主任 

稲冨隆大 

環境管理責任者 

稲冨 靖彦 ＥＡ２１事務局 

総務部 

 

総務部門（3 名） 

部門長：稲冨主任 

製品技術部門 

チームリーダー 

製造工程部門 

稲冨隆大 

(本社工場及び第 2 工場) 

ベンダーグループ 

 リーダー他 ８名 

プレスグループ 

リーダー他 7 名 

検査最終工程部門 

リーダー他 １5 名 

 

配送部門 

１名 

取締役会長 

稲冨 澄江 
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環 境 経 営 方 針               
 

 

 

 株式会社稲富プレス工業所は、金属加工の生産活動を通じて「快適な暮らしと健康」、「地

球環境への調和」を掲げ、全従業員が事業活動のあらゆる面で、地球環境に影響を与えて

いることを配慮して行動します。 

 

 

１. 環境経営システムを構築し、次の事項を重点的なテーマとして、環境目標を設定・

見直しなどの効果的な取組を行います。 

    (１)二酸化炭素排出量の削減 

    (２)廃棄物排出量の削減                                                       

   (３)節水 

   (４)生産性の向上    

 

２. 環境関連法令を順守することはもとより、環境管理レベルの向上を図ります。 

 

３. 行政機関・団体などの環境保全施策に協力すると共に、地域社会における環境保全活

動に対し積極的に参画し、社会貢献活動を推進します。 

 

４ . 環境教育・訓練、社内広報活動の実施により、全ての従業員に環境方針        

を周知徹底すると共に、環境保全に関する意識を高め、社内における環 境保全状況

の知識・認識の向上を図ります。 

 

 

 

                            平成３１年 3 月 26 日改訂 

                      株式会社 稲富プレス工業所                  

  

                             稲冨 靖彦 
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３．環境経営目標 

 

環境経営目標 単 位 
H.29 年度基

準 
2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 

二酸化炭素 
排出量の削減 

製品出荷量当たり
（Kg-CO２／ｔ） 

0.7108 
（0％） 

0.6753 
以下 
(5％) 

0.6682 
以下 
(6％ 

0.6610 
以下 
(7％) 

0.6539 
以下 
(8％) 

廃棄物排出量
の削減 

事業者ゴミ袋数 
（枚/t) 

R2 年度基準 
2.187 
(0％) 

2.143 
(2％) 

2.143 
（2％） 

2.143 
（2％） 

2.143 
(2％) 

総排水量の削
減 

製品出荷量当たり
（ｍ３/ｔ） 

5. 
（0％） 

5.0 
以下 

5.0 
以下 

5.0 
以下 

5.0 
以下 

生産性の向上 
労働時間当たり 

(㎏/h) 
3.567 
(0%) 

3.603 

(1%) 

3.603 

(1%) 

3.603 

(1%) 

3.603 

(1%) 

※ グリムスパワーの排出係数(令和 3 年度)     0.486 ㎏-CO2／ｋＷｈ 

※ 九州電力送配電の排出係数(令和 3 年度)     0.435 ㎏-CO2／ｋＷｈ 

※ ミツウロコの排出係数(令和 3 年度)       0.462 ㎏-CO2／ｋＷｈ 

※ 令和4年8月はグリムスパワーから九州電力送配電、９月からミツウロコへ電気事業者を変更した。 

 

※ 化学物質は使用していません。 

 

※ 一般廃棄物排出量は、5 ㎏/ゴミ袋 1 枚 で管理している。 

 

 

４．主な環境経営計画  

 

 

４．１．二酸化炭素排出量削減のための取組目標と取組み方法 

・電気使用量の削減（29年度基準として 5％以上削減）  

① エアコンの設定温度を決め、実行する（担当：稲冨） 

② 不要照明灯の点滅（担当：稲冨・各リーダー） 

③ 不要電力消費の抑制（担当：稲冨・各リーダー） 

④ デマンド監視装置の設定基準に対して管理していく (担当：首藤) 

⑤ 灯油及び軽油、ガソリン使用量の削減 

 

４．２．廃棄物排出量削減のための取組（令和 2年度を基準として 2％の削減） 

・排出量削減のための基準の見直し（ゴミ袋の枚数だけではなく、生産量との割合で比較する。） 

         

 

４．３．総排水量削減のための取組 

① 現在と同様の取り組みであるが、節水活動の推進（担当：稲冨） 

 

 ４．４．生産性の向上 

   ① 資材置場の整理整頓を図り、材料の配置を見える化し、材料替えの段取り時間を短縮するこ

とで生産性の向上を促進する。 
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５ 環境経営目標と実績 

 

５．１．今年度までの目標の達成状況  

                                 

当社は、平成１７年度を基準として（平成１８年１月）からエコアクション２１を構築し、環境活

動に取組んできが、取り組みも 10 年を経過し取り巻く環境も変化をしてきたので、平成 30 年度よ

り、平成 29 年度の実績を基準とする。 

2022 年度の運用期間の目標と実績は以下の通りである。 

 

 

目標 
単位 

（製品出荷量当り） 

平成２９年度 

基準として 

２０２２年度目標 

２０２２度実績 目標達成の確認 

二酸化炭素排出量削減 

Kg-CO２／ｔ 0.675以下 0.404 
〇 

Kg-CO２ ― 114180.5 

(電気使用量の削減) 
ｷﾛﾜｯﾄ／ｔ 

(キロワットｈ) 
933.86 

677.15 

(191,530) 
〇 

（軽油使用量の削減） 
ﾘｯﾄﾙ／ｔ 

(リットル) 
31.29 

22.31 

(6,309) 
〇 

(ガソリン使用量の削減) 
ﾘｯﾄﾙ／ｔ 

(リットル) 
11.13 

5.34 

(1,458) 
○ 

総廃棄物排出量の削減 

（事業者ごみの削減） 
(枚/t) 

枚数 

R2年度基準 

2.143 

1.941 

(549) 
〇 

総排水量の削減 
ｍ３／ｔ 

㎥ 
5.00以下 

2.84 

（802） 
○ 

生産性の向上 ㎏／h 3.603 5.153 〇 

  

 ※グリムスパワーの排出係数(令和 3年度)   0.486 ㎏‐CO２／kＷh 

 ※九州電力送配電の排出係数(令和 3年度)   0.435 ㎏‐CO２／kＷh 

 ※ミツウロコの排出係数(令和 3年度)     0.462 ㎏‐CO２／kＷh 

 

 

全項目について、目標を達成した。生産量が順調に推移したため数字的には良い結果になった。 

  

 

５．２．環境活動計画の取り組み結果 

 
（１） 二酸化炭素排出量の削減 

・製品出荷量当たりの各エネルギー項目において、削減できている。 

・電力供給先の変更により排出係数が変更になったが、データを的確に管理し 

集計できている。 
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（２） 総廃棄物量排出量の削減 

目標を達成した。 

 

（３） 総排水量の削減 

目標を達成した。 

 

（４） 生産性の向上 

       目標を達成した。 

 

    

６．次年度の環境活動への取組内容 

 

 

 ６．１．二酸化炭素排出量削減のための取組 

     電気使用量の削減 

   ① デマンド監視装置による電力使用量の低減を図る 

   ② エアコンの設定温度を決め、実行する(担当：稲冨) 

   ③ 不要照明灯の点滅(担当：・各リーダー) 

   ④ 不要電力消費の抑制(担当：各リーダー) 

   ⑤ 各車両のアイドリングストップ活動(担当：各リーダー) 

⑥ 遠赤外線ヒーター使用時の温度の適正化(担当：各リーダー) 

⑦ 太陽光発電を通じて、二酸化炭素排出量の相対的削減に取り組む。 

  

 ６．２．廃棄物排出量削減のための取組 

   ① 木系梱包材の納入業者への引取りの継続(担当：大山) 

② 紙系廃棄物は引き続き無償での引き取りとなる。 

③ 減量化、リサイクル等の強化を図る。 

  

 ６．３．総排水量削減のための取組 

   ① スポット溶接機冷却水の循環使用の継続(担当：大山) 

④ 節水トイレの使用(担当：各リーダー) 

 

 ６．４. 生産性の向上 

   ① 作業方法の見直しによる作業の効率化を図り、単位時間当たりの生産性を上げる。 

     そのための方法を検討する。(担当：首藤) 

     引き続き能率の向上について活動する。 

 

 

       

７．環境関連法規等への違反、訴訟等の有無 

 

      廃棄物の処理及び清掃に関する法律、騒音規制法、北九州公害防止条例(騒音)、特定工場に 

 おける公害防止組織に関する法律、消防法、化学物質の管理に関する法律等の違反はありま 

 せんでした。また、利害関係者からの訴訟や苦情、公的機関からの指導、指摘もありません 

 でした。 
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８．地域社会との環境保全協同活動 

 

   当会社所在地地域の清掃を推進する共同体清掃業務の趣旨に賛同し、ゴミ拾いや雑草除去 

など清掃活動を行っている。 

 

  

 ９．代表者による全体の評価と見直しの結果 

 

     金属加工の生産活動を通じて「快適な暮らしと健康」、「地球環境への調和」を掲げ、全従業

員で環境保全活動に取り組んでおり、CO2 排出量削減活動も定着化し、管理できている状態

といえる。 

     引き続き日々の活動を継続していく。 

 

 

以上 

 

 

                                        


